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朝
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句
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摘
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ぃ
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藤
と

し

て

餘 

れ
、

•

つ
し
.
ブ
~ 一
; ^
®
道

£
窝
に
表
明
甘
ら
れ
る
某
の
外
地
統
治
政
策
、の
粮

'^
的
性
格
に
關
し1
は
、
今
少
、
し

く

こ

の

前

提

と

し 

て

，
明

治

初

期

以

降

の

某

經

濟

の

货

代

化

置

と

こ

れ

に

皆

礎

|

く
そ
滋
外
的
植§

動
の
特
質
的
栊
相
を
焉
し
て
か
，、
る 

S

が
必
：零

t

、つ
。

(

こ
の
告
つ
ぃ̂

の

前

着

衰

の

分

折

は

、
特
に
秀
れ
て
ゐ
る

)

。
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眷
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後
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と
し
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つ
の
軍
；大
な
带
約
條
仍
の
下
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；

頗
る
張
め
ら
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展
を
迪
ら
ざ
る
を
得
な
れ
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後
進
的
な
日
本I

義
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對
し
て
濃
度
の
封
說
伯
並
び
に
軍
溝
性
格
れ
f

す
_

齋

し
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膝
^
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s
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如
へ
S

內
天
然
I

の
贫
闽
性
は
、
そ
の
資
本8

的

费

の
‘
た
め
に
軍
里
翁
を
诽
心
と
す|

業
仍
,

に
ょ
_

成

的

氧
 

と
、
且
つ
_

の
手
廣
い
援
助
の
下
に
お
け
る
外
部
市
場
の
獲
得
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確
侬
を
必
然|

ゎ
め
た
て
，
' 
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4
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日
^
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H

呑
す
る
一
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缺
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條
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と
な
る
の
で

‘
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國
外
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の
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的
確
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氣

す
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弱
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し
か
も
：
そ
の
場
合
、
國
外
市
場
へ
ゆ
依

I

が
特
に
氟
市
場
と
驚n

”

.写 

地
i

に
對
し
て
！

的
！

つ
た
と
い
ふ
こ
と
は

.

I
棄
義
の
如
上
の
為
質
に
！

、に
特
辣
な
性
格
を

I

へ
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も
の̂
;あ
っ
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y

つ
さ
れ
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。
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か
く
て
規
定
せ
ら
れ
た
特
姝
の
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格
を
位
藏
し
つ
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n
木
は
强
烈
な
る
對
抗
啟
識
を
以T:
、:-

を
の
經
濟
的
近
代
化
を
續
行
し
、
日
一
. 

つ
は
東
说
に
お
け
る
沽
發
な
鲟
外
進
川
沽
動
を
强
行
し
た
。
就
中
、
大
陳
政
策
の
形

St
-
-
.
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'發
展
の
目
德
が
、一

に
先
進
勢
力
へ
の
對
抗.
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.
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■

■
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的
地
盤
の
獲
得
と
ょ
り
以
上
の
撰
張
，
そ
し
て
见
に
そ
の
成
见
を
汲
み
入
れ
て
の

»

內
經
濟
カ
0

ー
曆
の
漱
實
に#

し
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こ
と
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明
ロ
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で
ぁ
る
。
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の
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經
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を
通
じ
て
、
阔
家
權
力
と
資
木
の
結
合
•
協
カ
は
设
名
露
骨
に
發
現
せ
ら
れ
ぐ
そ
れ
は
日
本
の
對
外
的
植
民
活
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動
を
^
く 

一
の
兆
木
的
特®

と
も
な
つ
た
。
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上
の
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質
は
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然
外
地
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營
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啤
甘
^

れ
た
。
凌
_

資
本
主
義
國
と
し
で
办
日
本
は
、
秦

つ

脆

弱

懈

の

故-
 

に
却
つ
て
外
地
統
治
に
際
し
て
は
强
カ
的
支
配
を
以
つ
て
臨
む
要
請
に
驅
ら
れ
る
も
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で
ぁ
つ
セ
.が
、
へ.又
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’の
司
.じ
脆
弱
性̂
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懿
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な
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し
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に
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地
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、

そ
し
て
こ
のI

の
間
本
お
け̂
相
刺
、
し
か
.德
め
亦
れ
に
も
讓
し
得
な
十
つ

:.
?
:と
い
ふ
こ
と
が
、
物
質
的
部
雨
に
お
い
て
も 

、

精神的分野にっぃても、

'
現
领
淑
民
の
眞
の
歲
化
を
«
き
得
な
か
っ
セ
所
以
で
當
、
究
極
に
：
$

 ̂

‘

爾
せ
し
め
た
拫
本
的
版
因
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

先
っ
笫
ー
の
盟
に
っ
い
-T

、
#

损
鈴
.木
氏
1 :

日.
に
も
示
さ
.
れ
：る
洳
く
、屢
々̂̂
^
^
 ̂

1

は
、當
初
f

常
に
道 

■

義
敗
策
の
遂
行「

一
視
同
'仁1_
を
以
つ
\て
根
本
精
神̂

し
?:

と
說
か
れ̂
0

だ
が
往
‘
々
に
し
て
そ
れ
は
理
想
主
義
に
基
づ
く
檩
語
ど
し
. 

て
の
み
に
止.
幻
、
或
は
單
办
る
主
張
に
過
ぎ
な
：か
ー
'0

尤
と
の
勝
歌
き̂
;

得
な
い
。，
元

來
--
1
-

ー
視
同
仁」

と
い
ふ
言
勸
は
大iH
八
年
獨
立 

汾
歲
ョ
刊
後
の̂

斛
龅
督
购̂

制
改
部
に
際
し.
て
下
さ
れ
た
大
疋
天
皇
の
御
詔«

に
そ
の
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
船
來
こ
り
方̂」

- 

诹

し

て

の

若

干

の

旅

策

が

進

：
め

.ら
れ
た
こ
と
か
事
實
で
あ
る0
し
か
し
そ
の
多
く
は
極
め
て
表
面
的
な
エ
作
に
正
り
、
實
質
的
内
容
を
缺
：

■ 

く
も
の
で
あ
つ?:
。
‘
こ
の
線
に
沿
つ
て
の
廣
大
の
運
動
は
ノ
支
那
讓
變
下
に
お
い
て
展
開
甘
ら
れ
た
ラ
皇
民
化

^

運
藤
で
ぁ
る
が
/
こ 

れ
と
て
も
運
動
の
木
旨
を
忘
ホ,

外
面
的
成
见
を
追
ふ.
に
墮
1,
:

'

、
龈
つ
て
逆
效
果
を§
.

へ
生
じ
た
こ
と
は> 
旣
に
識
盏
に
ょ
つ
て
烈
し• 

ベ

指

彈

.さ

れ

た

所

で

f

。
觀
念
の
遊
戯
が
想
の
枚
攬

L
i

資
せ
♦

し
て
、
逆
に.
^

V
.

の
離
反
を
助
長
す
る
結
艰
と
な
る
こ
と
、
こ
吖
は 

獨
り
外
地
の
み
に
阪
ら
な
い
が.
>

少
べ
と
も
|

地

經

營

に

づ

，
い

て

は

»

.

然

ら

ば

日

本

は

强

カ

な

帝

隞

主

.義

政

策

の

遂

行

者

た

り

得

.|
:
で
あ
ら
ぅ
か
。
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■
こ
.
の
第
二
の
.點

に

つ

い

rc
名
舞
論
'を
免
：
れ
な
い
で
あ
ら
'
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要

霄

す

れ

ば

、
，
後

進

業

主

義

國

と

し

て

.

の
日
本
の
國
ヵ
办
不
備
、
就
，

資
本
力
の
柒
足
は
徹
底
せ
备

f

義

政

策

の

遂
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を
不
可
能
な
ら
し
め
た
と
見
る
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が
至
當
，
で
：は
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な
か
.ら
ぅ
か
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,

そ
し
て
そ
の
後
、
明
治
四
，十
年
代
の
日

.本

經

濟

：
に
：
お
け
る
.

集
樹
と
集
中
の
促
進*-
程
、
；歲
に
は
第
ー'次
世
抓
大
戰
を
通
芯
て
、
日
本
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經
濟
の
躍
進
的
發
屉
と
そ
の
高
度
化
が
典
肩
さ
れ
た
に
も
拘
榀
ら
す
、
；
尙
封
建
的
諸
耍

.素

.
の

執

拗

な

る

殘

游

は

、

辣

.(
-
:
對

外
的
植
挝
沽

動
の
部
面
に‘お
い
て
、
上
述
の
倾
向
を
基
本
的
に
保
掛
せ
：し
め
る
.に
役
立
つ
た
と
見
て
差
文
な
か
ら
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濟
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度
段
階
へ
の
移
行I

兄
は
て
、
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|

治

末

期

以

降

、
特

に

第

：
一

差
 

出
沾
動
が
鑛
け
ら
れ
た
こ
.と
は
周
.知
の
如
く
で
あ'る
。'
.そ
れ
に
應
じ
て
外
祂
經
營
も
そ
の
經
濟
的
側
面
に
お
い

‘
て

.、一
殺
と
强
壓
的
色
彩

、
を
梢
し
た
。.裏
灣
U
つ
い
T
も
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
、
力
f

し
の
期
間
を
通
必
て
最
も
露
骨
：に
公
式
的
な
植
段
地
經
濟
關
係
の
設
定
が
企
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丨
て
ら
れ
た
。
；
所
謂
篇
主
義
的
政
策
切
適
刖
に
恶
づ
き
ぺ
外
爾
は
日
本
に
對
す
る
原
料
供
給
地

^
販
賫
市
#
、
M
に
は
資
本
投
下
市
場 

•
••
^
レ
て
の
§
始
生
鹿
領
狨
と
し
て
の
體
制
を
.明
確
に
賦
課
せ
ら
れ
、
强
度
0)
-
#'
:-
»的
關
係
に
捲
込
ま
れ'?
:
の
で
あ
る0「

農
業
朝
鮮」「

米 

一
.の
朝
®i

或
は
'.「

來
.
•
•
糠I

苯
建J「

糖
業
豪
灣1-
-
'等
の
言
葉
ば
こ
吸
觀
に.お
け
，
る

各

外

地

0>
.地
位
を
端
的
 

,

;

さ
れ
ば
滿
州
事
變
後
の
新
難
の
展
間
じ
際
し
て
は
、
外

.地
に
對
し
て.ー.而
'で
：は'「

內
外
地
ー.
體
化
.
--
の
建
前
か
ら 

>
1

そ
仍
地
位
の
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向
上
を
說
き
：つ

〜

、
そ
の
協
力
體
制
の
寶
現
を
通
じ
て
實
質
的
支
阳
の
强
化
に
專
念
し
た
の
で
あ
る

。

.
' 

,

:

.

.い
づ
れ
に
し
て
も
、
旣
往
の
經
濟
1-
お
..い
て
、
：日
本
は
そ
の'外
地
絲
治
政
策
上,
ー'方
に
_お
.い
T
道
義
政
策
を
完
微
し
得
令
、
又
他 

本
し
お
い
て
帝
阈
主
靛
的
强
カ
政
策
を
も
徹
鹿
し
得
中
し
て
、
常
に
そ
の
中
間
を
浮
動
し
た
。
そ
し
て
何
ょ
り
も
こ
の

^
が
、
そ
の
祝

本
的
政
策
を
特
微
づ
け
た
と
：

1
Bへ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
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條
件

I

響
す
る
と
こ
ろ
は
、 

f
る
大
^£

つ

た
- 4

:
1は
な
く
ヤ
は
な4
な
い
。
先.づ

體

驗

の

朱

熟
！：i

よ
I

信
の
缺
如
と
當
刺
よ,

屦

環

境
.の
！

は
、
f
 

.

.
方

針

と

レ

て

好

ん

漏

げ

I

は
1

_

同

裴

策

の

圆

滿

襄S

大

泣

妨

げ

る

反

りI

し
か
も
そ
の
半
面
に
お
.い
て
一 

t

た
如
ぐ
、
，
國

カ

充

I

領

と

.

1

1

本

§

不

足

は

、
徹

通

I

V
:

'^
^
課

-^
读
部
W

;*
猶
雜
ぽ
隹
れ̂

轉̂

通
-^
先
進
翁
ヵ
へ
に
對
げ̂
艰
隹
續
^
對

盤

霖

史

ぁ

為—
 

- 

^

の
獲
得
*

獨
占
的
確
保
が
主
要
な
具
惯
的
ロ
總
と
せ
ら
れ
た
に
外
な
ら
な
い
。

 

’

,
し
か
■
る
限
り
た
お
い
て
、
獨
自
の
道
義
政
策
の
滿
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又
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摘
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狹
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